
■令和２年度 障害者スポーツ推進プロジェクト（スポーツ庁委託事業）

高知県
これまでの取組の成果を活かしつつ、地元の関係者の連携強化に必要な人材の協力を求め、障害当事者以外も巻き込んだ

取組を実施することにより、障害者スポーツの活動を継続的に提供・充実させるための基盤づくりを目的として展開する。

高知県ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会 市町村スポーツ推進委員会
高知県障がい者スポーツ指導者協議会 高知県立障害者スポーツセンター

委 託
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実行委員会



Ａ 障害者のスポーツ活動の発表の場の活性化を促進するとともに支援者も参加者として
活動できる取組

成果課題解決のための取組 今後の課題

○陸上記録会において、障害の区分によ
らず個々の記録に応じた組み分けで競
技を実施。

○地域の特別支援学校から卒業生に対す
る情報提供や県社会福祉協議会のネッ
トワークを活かした情報提供の実施。

○地域の障がい者スポーツ指導員に記録
会のスタッフとして参加を依頼。

○継続的な参加につなげるため、希望に
応じて参加者を登録。

○継続に向けた財源確保。
○地域の核となる人材の確保。
○活動への支援ができる体制づくり。
○フライングディスク記録会の参加
者の増加。

○フライングディスク記録会参加者数：
９名

・今年度は、新型コロナウィルス感染症
の影響で中止となったが、陸上記録会
については、小学校や特別支援学級な
どからの参加が得られるなど、新たな
参加も徐々に増え、障害の有無に関わ
らず誰もが参加できる記録会として定
着し、多くの参加者が得られるように
なっている。

＊県東部地域でのフライングディスク記録会
＊県西部地域での障害者陸上競技教室（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）
＊県西部地域での障害者陸上競技記録会（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）

取組内容

＊誰もが参加しやすい大会・教室となるための運営の工夫
＊情報発信の工夫
＊支える人材の確保
＊継続した取組になるための工夫

モデルづくりの視点



Ｂ 放課後や休日等に運動を希望する生徒や障害者福祉施設の入所者等を主なターゲット
として、地域のスポーツ施設等を活用する取組

○指導者やコーディネートできる人材の
掘り起こしを見据えて、近隣の総合型
地域スポーツクラブや関係団体と連携
して企画。

○地域の特別支援学校や障害者福祉施設
と連携した事業の展開。

○南国市のイベントと合同で開催。
○参加者に総合型地域スポーツクラブの
活動やイベントを周知。

○休日や放課後を利用したスポーツ体験
教室の参加者数：２箇所 ３回 ２３名

○日常的な運動部活動へのバレーボール
専門指導者等の派遣

・各取組の参加者が、この事業の活動を
通して、高知県障害者スポーツ大会で
好成績を残せるようにレベルアップし
ようとする意欲の高まりが見られた。
・地域の障がい者スポーツ指導員やス
ポーツ推進委員に協力を得て取組を実
施することができた。

○コロナ禍での取組の継続。
○活動の実施時間と専門指導者の指
導可能な時間のマッチング。

○総合型地域スポーツクラブが実施
する既存のスポーツ活動への継続
的な参加。

成果課題解決のための取組 今後の課題

＊日常的な運動部活動へ専門指導者等の派遣
＊休日や放課後を利用したスポーツ体験教室（新型コロナウイルス感染症の影響で一部中止）
＊交流バドミントン大会（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）
＊児童生徒や家族が参加できる多種目のスポーツ体験イベント

（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）

取組内容

＊障害種別や障害の程度に合わせた指導ができる地域指導者の育成
＊支える人材の確保
＊総合型地域スポーツクラブの活動や各取組についての地域住民への周知
＊放課後や休日の活動を希望する生徒の運動時間の確保

モデルづくりの視点



Ｃ 特別支援学校の在校生や卒業生、障害者福祉施設の入所者を主なターゲットとした取
組や障害者スポーツの理解啓発の取組

○保護者が感じている課題を収集し、そ
の課題解決を目指した取組の展開。

○身体障害者協議会やスポーツ推進委員
に協力を求めて取組を展開。

○障害者福祉施設での取組において、楽
しく活動できる種目と競技性のある種
目を設定するなど、目標が意識しやす
い活動を提供。

○学校と連携し総合型地域スポーツクラ
ブの活動を周知。

○コロナ禍での取組の継続。
○障がい者スポーツ指導員の資格を
有するスポーツ推進委員の増加。

○障害についての理解や状況に応じ
た対応などを学ぶ機会の拡充。

○総合型地域スポーツクラブが実施
する既存のスポーツ活動への継続
的な参加。

○障害者福祉施設の空きスペースを活用した
スポーツ体験教室の参加者：２施設３回
２８名

○休日や放課後を活用したスポーツ体験教室
の参加者数：６箇所１４回１８９名

○障害当事者以外を対象とした障害者スポー
ツ体験教室参加者数：２５名

・今後のスポーツ活動につながるきっかけづ
くりとなった。

・地域の方がボランティアで指導をしてくれ
たことにより、円滑に取組が進められると
ともに、障害者の理解啓発につながった。

・参加者が技能の高まりを感じ、スポーツに
対する意識の高まりにつながった。

成果課題解決のための取組 今後の課題

＊障害者福祉施設の空きスペースを活用したスポーツ体験教室
＊休日や放課後を活用したスポーツ体験教室
＊障害当事者以外に対する障害者スポーツ体験教室
＊学校行事を活用したスポーツ体験教室（新型コロナウイルス感染症の影響で一部中止）

取組内容

＊学校の児童生徒や卒業生、施設入所者が参加しやすい運営の工夫
＊支える人材の確保
＊総合型地域スポーツクラブの活動や各取組についての地域住民への周知
＊総合型地域スポーツクラブが実施する既存の活動への参加につながる工夫

モデルづくりの視点



Ｄ 特別支援学校の在校生や卒業生、障害者福祉施設の入所者を主なターゲットとした取
組や障害者スポーツの理解啓発の取組

○地域におけるパラスポーツの普及・理
解促進に向けて広報誌やケーブルテレ
ビを活用。

○障害者福祉施設において多くの参加
が得られるよう、施設のスケジュール
を考慮した日程の調整。

○外部指導者に代わり障害者施設職員が
指導できるよう展開。

○誰もが取り組みやすいボッチャ競技の
講習会による指導者の育成。

○障害者福祉施設でのスポーツ体験教室の参加者
数：１カ所３回３４名

○指導者講習会の参加者数：11名（２回開催）
・障害者福祉施設でのスポーツ体験教室では、作
業所勤務の職員全員の参加が得られた。また、
参加者からは、今後も参加したいとの肯定的な
感想が多数得られた。

・ボランティア協会の方からは、この取組に参加
し改めてスポーツの良さを実感できたとの意見
をいただいた。

・スポーツ教室には地域のスポーツ推進委員や役
場職員の参加が得られた。

・ボッチャ競技の講習会では、福祉施設職員や役
場職員の参加が得られ、施設や他の機会で活用
したいとの意見をいただいた。

○コロナ禍での取組の継続。
○より多くの方が参加しやすい
取組実施時間の検討。

○総合型地域スポーツクラブが
実施する既存のスポーツ活動
への継続的な参加及び参加す
るための移動手段の確保。

成果課題解決のための取組 今後の課題

＊各種スポーツ体験教室発表会
＊関係者を対象とした障害者スポーツ種目の指導者講習会
＊地域の障害者福祉施設でのスポーツ体験教室（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）
＊障害者福祉施設入所者と地域住民が一緒に体験できるスポーツ交流大会

（新型コロナウイルス感染症の影響で中止）

取組内容

＊施設入所者が参加しやすい運営の工夫
＊支える人材の確保
＊総合型地域スポーツクラブの活動や各取組についての地域住民への周知
＊総合型地域スポーツクラブが実施する既存の活動への参加につながる工夫

モデルづくりの視点



○新たなスポーツ機会の提供により、学校や施設での活動以外に地域でスポーツ活動を行
うことがあまり無かった方々のスポーツ参加につながった。

○各取組において多くの関係者の協力を得て展開できたことにより、それぞれの活動の充
実が図られるとともに、支援者の増加、関係者の連携の広がり、障害者及び障害者スー
ツの理解の深まりにつながった。

○本事業をきっかけに連携した関係者により、本事業以外の自主的な取組として新たな展
開につながった。

成 果

○本事業で展開した各取組の継続及び普及に向けた、財源の確保や関係者のネットワー
クのさらなる強化。

○障がい者スポーツ指導員やスポーツ推進委員など多くの支援者に協力をいただいたが、
今後さらに障害者のスポーツ活動の充実を図るためには、指導者やボランティアなどの
支援者の確保が必要。

○障害者のスポーツ活動のさらなる充実を図るためには、地域地域において障がい者ス
ポーツ指導員の資格取得者を増やし、活躍できる機会を拡充することが必要。

今後の課題

まとめ
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